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ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合は
�（４８）７０３０へ問い合わせてください。最新
のメッセージを聞くことができます。

行政無線情報は電話でも
　
「
第
三
十
三
回
阿
久
比
町
消
防
団
消
防

操
法
大
会
」（
小
型
ポ
ン
プ
操
法
）
が
六

月
二
十
七
日
、
阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ
村
第
二

駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
操
法
は
、
指
揮
者
一
人
と

操
作
員
三
人
、
吸
管
補
助
員
一
人
の
計
五

人
で
行
い
ま
す
。
指
揮
者
の「
操
作
始
め
」

の
号
令
で
、
指
揮
者
と
一
番
員
が
二
重
巻

き
ホ
ー
ス
三
本
を
火
点
前
ま
で
延
長
し
ま

す
。
二
番
員
、
三
番
員
は
ポ
ン
プ
後
方
に

吸
管
を
取
り
付
け
、
布
水
槽
に
吸
管
を
投

入
し
、
水
を
給
水
後
、
一
番
員
の
「
放
水

始
め
」
の
伝
達
に
よ
り
送
水
し
、
指
揮
者

が
標
的
を
落
下
さ
せ
ま
す
。
標
的
落
下
ま

で
の
基
準
タ
イ
ム
は
四
十
五
秒
で
す
。

　

審
査
は
、
各
団
員
が
待
機
線
に
整
列
し

た
と
こ
ろ
か
ら
、
解
散
ま
で
の
士
気
、
規

律
、
迅
速
な
行
動
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
器

具
愛
護
な
ど
が
審
査
さ
れ
ま
す
。

　

大
会
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
標
的
落
下
ま

で
の
所
要
時
間
と
、
火
点
方
向
に
ホ
ー
ス

が
真
っ
す
ぐ
伸
び
た
か
が
重
要
視
さ
れ
ま

す
。

　

選
手
に
選
ば
れ
た
団
員
は
、
こ
の
大
会

の
た
め
に
約
二
カ
月
間
、
連
日
の
き
つ
い

夜
間
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
当
日
は
、

会
場
に
駆
け
付
け
た
多
く
の
来
賓
、
家
族
、

消
防
団
Ｏ
Ｂ
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
真

剣
に
競
技
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

 【
大
会
の
結
果
】　　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

○
優
勝　

第
三
分
団
二
号
車

　

新
海
正
智
、
原
貴
志
、
竹
内
幹
也
、
竹

内
辰
徳
、
竹
内
洋
祐
（
以
上
草
木
）

○
準
優
勝　

第
一
分
団
一
号
車

　

田
中
俊
充
（
宮
津
）、
榊
原
光
也
（
宮

津
）、
大
杉
亮
（
宮
津
山
田
）、
下
村
太

一
（
宮
津
団
地
）、
竹
腰
勇
太
（
宮
津

団
地
）

○
第
三
位　

第
三
分
団
一
号
車

　

竹
内
太
、
竹
内
登
、
西
村
裕
也
、
佐
藤

康
之
、
皆
川
和
樹
（
以
上
草
木
）

○
敢
闘
賞

新
美
陽
一
郎
（
宮
津
）、
榊
原
光
也
（
宮

津
）、
澤
田
雄
太
（
植
）、
蟹
江
宏
治（
椋

岡
）

　

優
勝
し
た
第
三
分
団
は
、
平
成
十
七
年

の
第
二
十
八
回
大
会
か
ら
六
連
覇
で
す
。

　

阿
久
比
町
安
全
安
心
町
民
大
会
を
六
月

二
十
二
日
、
中
央
公
民
館
本
館
で
開
き
ま

し
た
。

　

町
交
通
安
全
推
進
協
議
会
と
安
全
で
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
総
会

を
行
い
、
昨
年
度
の
活
動
報
告
や
今
年
度

の
計
画
を
決
め
ま
し
た
。
ま
た
、
半
田
警

察
署
員
か
ら
交
通
安
全
の
注
意
点
や
最
近

の
犯
罪
状
況
に
つ
い
て
の
講
話
、
防
災
交

通
課
職
員
か
ら
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の

必
要
性
を
参
加
者
に
説
明
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
竹
内
卓
美
町
消
防
団
長
が「
進

ん
で
交
通
安
全
、地
域
安
全
活
動
に
参
加

し
、思
い
や
り
の
心
で
安
全
、安
心
の
輪
を

広
げ
ま
す
」な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
大
会
宣

言
文
を
読
み
上
げ
、参
加
者
八
十
人
全
員

で「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
」を
目
指
す
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

大会宣言文を読み上げる参加者
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